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令和7年度一般会計当初予算のポイント

一般会計
2,737億2千万円

歳出は、新庁舎建設事業の進捗に伴う総務費の減（△約7億円）や、借換債の減に伴う公債費の
減（△約12億円）を見込みながら、児童手当などの扶助費の増に伴う民生費の増（約108億円）
や、（仮称）神根総合運動公園整備事業の進捗に伴う教育費の増（約42億円）などから、全体で
約183億円の増額となりました。
歳入は、新庁舎建設事業の進捗に伴う庁舎等整備基金繰入金の減（△約21億円）や、庁舎建設
事業債の減（△約82億円）を見込んでいるものの、市税収入の増（約43億円）や、地方財政計画
を踏まえた地方交付税の増（約13億円）を見込み、過去最大規模の予算に必要な財源を確保し
ました。
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一般会計 歳入歳出

令和元年度

2,078億円
令和2年度

2,079億円
令和4年度

2,198億円
令和3年度

2,096億円
令和5年度

2,336億円
令和6年度

2,555億円

平成26年度比1,005億円増で
過去最大

令和7年度当初予算

2,737億円

健全な財政運営に努めながら過去最大の予算を編成
平成26年度

1,732億円

平成26年度

1,466億円
令和元年度

1,481億円
令和2年度

1,488億円
令和3年度

1,532億円
令和5年度

1,527億円
令和7年度

1,963億円
令和6年度

1,742億円
令和4年度

1,533億円

事業の進展を図るため、将来の交付税増額につながる有利な地方債を活用
市
債
残
高

市債残高は増加していますが、市が返済すべき土地開発公社の借入金を平成24年度末の約460億円から、
令和6年度末の約51億円と､12年間で409億円の大幅な圧縮を図りました｡

令和7年度総予算
4,829億8,470万円

令和元年度

953億円
96.5％

令和2年度

963億円
97.1％

令和4年度

965億円
97.1％

令和3年度

909億円
97.0％

税収確保に尽力
平成26年度

879億円
89.4％収納率

市税
令和5年度

995億円
97.5％

令和6年度

1,015億円
98.0％

（※1） （※2）

8.8ポイント増

平成26年度比
179億円増で
過去最大

令和7年度当初予算

1,058億円
98.2％

（※1）令和3年9月補正において約34億円の増額補正を実施（※2）「定額減税」による影響は反映していない

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算※平成26年度～令和5年度は年度末現在高、令和6・7年度は年度末現在高見込額

●新庁舎建設事業
新庁舎2期棟の建設工事
（令和7年6月完成・9月全面開庁予定）
●赤山歴史自然公園整備事業（令和5年度完了）
●川口市立高等学校建設事業（令和3年度完了）

●新たな文化芸術活動の拠点の整備
・美術館建設事業
・川口総合文化センター・リリア
  大規模改修事業
（令和７年１２月竣工予定）

●（仮称）神根総合運動公園
    の整備

●妊婦のための支援給付事業
妊婦と妊娠している子どもの人数に応じた経済的支援と妊娠期から子
育て期までの一貫した伴走型の相談支援を実施

●産後ケア事業
出産後１年未満の母子に対して宿泊型、通所型、居宅訪問型の心身のケ
アや育児のサポートを実施

●子育て世帯訪問支援事業
子育てなどに不安や負担を抱える保護者、体調が優れず家事などが困
難な保護者を対象に、家事育児などの支援を実施

●子ども医療費支給事業
高校生年代（１８歳年度末）までの子どもを対象に、医療費(保険診療分)
のうち自己負担分を助成

●地方公共団体情報システム標準化事業
●その他のDX施策の拡充
・行政手続のオンライン化を推進、新たに「書かない窓口システム（窓口
ＤＸＳａａＳ）」を本庁舎から導入（９月予定）

・工事契約書の電子化により事務の効率化と経費の削減を図る

●障害者短期入所施設「柳崎しらゆりの家」の開設、指定管理者による管
理運営

●重層的支援体制整備事業
8050問題やダブルケアなどの複雑化・複合化した事案への対応

●不登校児童生徒支援事業
学びの多様化学校（不登校特例校）の設置に向けた準備

●精神保健福祉支援事業
イオンモール川口前川内「こころサポートステーションSODAかわぐち」
で若年層のこころの健康に関する早期相談を実施

●都市計画基本方針策定事業
次期総合計画を踏まえ、立地適正化計画を含めた一体的な計画として、
基本方針の改定を実施

●川口駅周辺の都市基盤整備
・川口駅周辺まちづくり検討事業
・六間通り線機能・魅力向上事業
・川口西公園園路改修工事
●郊外地域における都市基盤整備
・新井宿駅北側及び戸塚安行駅南側地区区画整理事業
・貝塚落、鳩ヶ谷緑町2丁目公園などの雨水貯留施設の整備ほか、災害
に備えた都市基盤の整備

●シティプロモーション事業
官民連携の地域情報Webサイト「トリコカワグチ」やSNSなどを活用し、
本市の魅力を市内外に広めるPRを実施

●全国健康福祉祭開催準備事業
令和８年度に開催予定のねんりんピック彩の国さいたま2026交流大会に
向けた準備

●地域クラブ活動推進事業
学校部活動の地域移行を目的に、スポーツ活動や文化芸術活動を行う
各種団体や学校などと連携し、中学生の活動の受け皿となる地域クラブ
活動を推進

●コミュニティ推進事業
たたら祭りなどのコミュニティ活動への支援

●多文化共生推進事業
国際交流員、テレビ電話通訳サービスや、外国人向けポータルサイト「川
口市外国人生活ガイド」の運用により多言語の生活支援を実施

●さらなる“働きやすいまち”へ
・市内中小企業への就労促進、若年者に対する奨学金返還支援や家賃
補助の実施
・市内中小企業の若手社員の声を掲載した「川口市企業ガイド」を発行
し、市内や近隣の高校・専門学校・大学などへ配布

●市産品フェア事業
●ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組み

●物価高騰対策
学校給食費主食費相当分の公費負担や、医療機関、介護・障害者施設、保
育施設・幼稚園の事業者に対して市独自の支援金を交付

●健康・保健の充実
帯状疱疹ワクチン等接種費用の助成や、がん患者に対するウイッグ・胸
部補整具購入費の一部助成を継続し、補聴器購入費の一部助成を拡充

●不法投棄対策事業
●朝日環境センター緊急ごみ処理事業
朝日環境センター火災事故の影響により、市内で回収した一般廃棄物の全
量の処理が困難となったことから他自治体などへの外部処理委託を実施

●エコロジカル・ネットワークの形成
・グリーンセンター改修事業　・生物多様性保全事業
●市街地再開発事業などへの支援
●公共施設などの集約化や公共交通の見直し
・市営上青木住宅改築事業　・コミュニティバス運行事業
●小・中学校の施設維持補修・改修・改築事業
仲町小・新郷小・十二月田小・十二月田中の校舎改築工事、上青木小・飯
塚小・芝小・領家中のプール改築工事、トイレ洋式化の推進など

●土地区画整理事業

●地域拠点の整備
・（仮称）横曽根公民館、横曽根図書館集約化事業
・根岸公民館、神根西公民館改築事業
●消防力の強化
・南消防署機能移転事業
・仮称中央分署建設事業
●フロントヤード改革
市民サービスの向上と職員の業務負担を軽減する「書かない窓口サービ
ス」の開始やご遺族の手続きをサポートする「おくやみコーナー」の開設、
納税者が税納付書を用いて無人決済できる機器「税公金ステーション」
を芝支所に設置

●市民ホール施設維持補修　●都市計画公園事業
●安行霊園再整備事業　●朝日環境センター施設整備事業
●戸塚環境センター施設整備事業
●給食センター施設維持補修・施設改修事業
●体育施設改修事業

歳 入
2,737億
2,000万円

歳 出
2,737億
2,000万円

財産収入 1.6％
（43億5,532万円）

使用料及び手数料
2.0%
（54億841万5千円）

諸収入 2.1%
（56億5,321万9千円）

地方交付税 2.2%
（59億6,000万円）

地方消費税交付金
4.8%（132億円）
繰入金 5.8%
（157億8,914万5千円）

県支出金 5.8%
（159億9,162万3千円）

市債 13.0%
（355億4,560万円）
（※）

国庫支出金
21.1%

繰越金
（25億円）
株式等譲渡所得割交付金
（11億円）
分担金及び負担金
（10億3,527万円）
地方譲与税
（9億6,900万円）
法人事業税交付金
（9億4,000万円）
地方特例交付金
（6億8,000万円）
配当割交付金
（6億円）
環境性能割交付金
（2億3,000万円）
寄附金
（1億3,305万1千円）
利子割交付金
（8,000万円）
交通安全対策特別交付金
（4,900万円）
ゴルフ場利用税交付金
（750万円）
自動車取得税交付金
（1千円）

農業費
（11億3,828万6千円）

議会費
（9億437万6千円）

商工費
（6億2,917万8千円）

労働費
（2億8,776万円）

予備費
（2億円）

諸支出金
（1千円）

2.9％

1.1％

576億5,809万5千円

市税
38.7%
1,058億
3,476万
1千円

消防費 2.7%
（74億749万5千円）

公債費 5.4%
（146億3,293万9千円）
（※）

土木費 9.9%
（271億2,318万8千円）

衛生費 11.0%
（302億2,882万2千円）

総務費 13.4%
（366億8,835万4千円） 教育費

13.9%
379億

14万1千円

民生費
42.6%
1,165億

7,946万円

会計名
区分

一　般　会　計

合　　計

特
　
　別
　
　会
　
　計

企
業
会
計

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

母子父子寡婦
福祉資金貸付

小 型 自 動 車

看 護 学 校

西 口 駐 車 場

東 口 駐 車 場

交 通 共 済

区 画 整 理

　 計 　

水 道

下 水 道

病 院

　 計 　

2,737億2,000万円

507億4,500万円

89億7,350万円

470億3,240万円

1億1,200万円

280億2,050万円

2億6,290万円

2億9,470万円

1億5,820万円

3,020万円

98億4,030万円

1,454億6,970万円

203億3,500万円

194億2,900万円

240億3,100万円

637億9,500万円

4,829億8,470万円

182億6,000万円

△6億2,900万円

4,830万円

14億1,640万円

△2,900万円

△18億5,180万円

△380万円

9,990万円

△1,350万円

△1,410万円

14億9,070万円

5億1,410万円

3億7,800万円

6億2,300万円

23億8,000万円

33億8,100万円

221億5,510万円

－

60億4,226万8千円

18億1,683万円

72億8,746万2千円

254万1千円

－

2億3,478万8千円

－

2,518万円

128万円

46億8,420万1千円

200億9,455万円

1億7,193万4千円

28億4,379万円

19億円

49億1,572万4千円

250億1,027万4千円

令和7年度
当初予算額

対前年度
増 減 額

一般会計からの
繰出・負担金等

（※）臨時財政対策債借換債などの借換債が12億5,600万円あるため、実質的な歳入の市債は342億8,960万円、
歳出の公債費は133億7,693万9千円、一般会計予算の総額は2,724億6,400万円となる。問い合わせ…財政課　i048-271-9205　k048-258-1203

主な事業令和
7年度の
これまでの継続的な取り組みにより大幅に増収した市税収入
を主たる財政基盤として、さまざまな事業を展開していきます。

3大プロジェクトの完結

「産業の元気」に関わる施策

「くらしの元気」に関わる施策

「まちの元気」に関わる施策

「地域の元気」に関わる施策

主要な公共施設の大規模修繕・改修・改築事業

文化・芸術の高揚、スポーツ環境の整備

さらなる子育てしやすいまちへ

デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進

誰一人取り残さない包摂的な社会の実現に向けた取り組み

地域課題解決に資する都市基盤整備の推進

「人々の元気」に関わる施策

臨時

継続

継続

継続

継続

継続
継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規
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令和7年度一般会計当初予算のポイント

一般会計
2,737億2千万円

歳出は、新庁舎建設事業の進捗に伴う総務費の減（△約7億円）や、借換債の減に伴う公債費の
減（△約12億円）を見込みながら、児童手当などの扶助費の増に伴う民生費の増（約108億円）
や、（仮称）神根総合運動公園整備事業の進捗に伴う教育費の増（約42億円）などから、全体で
約183億円の増額となりました。
歳入は、新庁舎建設事業の進捗に伴う庁舎等整備基金繰入金の減（△約21億円）や、庁舎建設
事業債の減（△約82億円）を見込んでいるものの、市税収入の増（約43億円）や、地方財政計画
を踏まえた地方交付税の増（約13億円）を見込み、過去最大規模の予算に必要な財源を確保し
ました。
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一般会計 歳入歳出

令和元年度

2,078億円
令和2年度

2,079億円
令和4年度

2,198億円
令和3年度

2,096億円
令和5年度

2,336億円
令和6年度

2,555億円

平成26年度比1,005億円増で
過去最大

令和7年度当初予算

2,737億円

健全な財政運営に努めながら過去最大の予算を編成
平成26年度

1,732億円

平成26年度

1,466億円
令和元年度

1,481億円
令和2年度

1,488億円
令和3年度

1,532億円
令和5年度

1,527億円
令和7年度

1,963億円
令和6年度

1,742億円
令和4年度

1,533億円

事業の進展を図るため、将来の交付税増額につながる有利な地方債を活用
市
債
残
高

市債残高は増加していますが、市が返済すべき土地開発公社の借入金を平成24年度末の約460億円から、
令和6年度末の約51億円と､12年間で409億円の大幅な圧縮を図りました｡

令和7年度総予算
4,829億8,470万円

令和元年度

953億円
96.5％

令和2年度

963億円
97.1％

令和4年度

965億円
97.1％

令和3年度

909億円
97.0％

税収確保に尽力
平成26年度

879億円
89.4％収納率

市税
令和5年度

995億円
97.5％

令和6年度

1,015億円
98.0％

（※1） （※2）

8.8ポイント増

平成26年度比
179億円増で
過去最大

令和7年度当初予算

1,058億円
98.2％

（※1）令和3年9月補正において約34億円の増額補正を実施（※2）「定額減税」による影響は反映していない

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算※平成26年度～令和5年度は年度末現在高、令和6・7年度は年度末現在高見込額

●新庁舎建設事業
新庁舎2期棟の建設工事
（令和7年6月完成・9月全面開庁予定）
●赤山歴史自然公園整備事業（令和5年度完了）
●川口市立高等学校建設事業（令和3年度完了）

●新たな文化芸術活動の拠点の整備
・美術館建設事業
・川口総合文化センター・リリア
  大規模改修事業
（令和７年１２月竣工予定）

●（仮称）神根総合運動公園
    の整備

●妊婦のための支援給付事業
妊婦と妊娠している子どもの人数に応じた経済的支援と妊娠期から子
育て期までの一貫した伴走型の相談支援を実施

●産後ケア事業
出産後１年未満の母子に対して宿泊型、通所型、居宅訪問型の心身のケ
アや育児のサポートを実施

●子育て世帯訪問支援事業
子育てなどに不安や負担を抱える保護者、体調が優れず家事などが困
難な保護者を対象に、家事育児などの支援を実施

●子ども医療費支給事業
高校生年代（１８歳年度末）までの子どもを対象に、医療費(保険診療分)
のうち自己負担分を助成

●地方公共団体情報システム標準化事業
●その他のDX施策の拡充
・行政手続のオンライン化を推進、新たに「書かない窓口システム（窓口
ＤＸＳａａＳ）」を本庁舎から導入（９月予定）

・工事契約書の電子化により事務の効率化と経費の削減を図る

●障害者短期入所施設「柳崎しらゆりの家」の開設、指定管理者による管
理運営

●重層的支援体制整備事業
8050問題やダブルケアなどの複雑化・複合化した事案への対応

●不登校児童生徒支援事業
学びの多様化学校（不登校特例校）の設置に向けた準備

●精神保健福祉支援事業
イオンモール川口前川内「こころサポートステーションSODAかわぐち」
で若年層のこころの健康に関する早期相談を実施

●都市計画基本方針策定事業
次期総合計画を踏まえ、立地適正化計画を含めた一体的な計画として、
基本方針の改定を実施

●川口駅周辺の都市基盤整備
・川口駅周辺まちづくり検討事業
・六間通り線機能・魅力向上事業
・川口西公園園路改修工事
●郊外地域における都市基盤整備
・新井宿駅北側及び戸塚安行駅南側地区区画整理事業
・貝塚落、鳩ヶ谷緑町2丁目公園などの雨水貯留施設の整備ほか、災害
に備えた都市基盤の整備

●シティプロモーション事業
官民連携の地域情報Webサイト「トリコカワグチ」やSNSなどを活用し、
本市の魅力を市内外に広めるPRを実施

●全国健康福祉祭開催準備事業
令和８年度に開催予定のねんりんピック彩の国さいたま2026交流大会に
向けた準備

●地域クラブ活動推進事業
学校部活動の地域移行を目的に、スポーツ活動や文化芸術活動を行う
各種団体や学校などと連携し、中学生の活動の受け皿となる地域クラブ
活動を推進

●コミュニティ推進事業
たたら祭りなどのコミュニティ活動への支援

●多文化共生推進事業
国際交流員、テレビ電話通訳サービスや、外国人向けポータルサイト「川
口市外国人生活ガイド」の運用により多言語の生活支援を実施

●さらなる“働きやすいまち”へ
・市内中小企業への就労促進、若年者に対する奨学金返還支援や家賃
補助の実施
・市内中小企業の若手社員の声を掲載した「川口市企業ガイド」を発行
し、市内や近隣の高校・専門学校・大学などへ配布

●市産品フェア事業
●ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組み

●物価高騰対策
学校給食費主食費相当分の公費負担や、医療機関、介護・障害者施設、保
育施設・幼稚園の事業者に対して市独自の支援金を交付

●健康・保健の充実
帯状疱疹ワクチン等接種費用の助成や、がん患者に対するウイッグ・胸
部補整具購入費の一部助成を継続し、補聴器購入費の一部助成を拡充

●不法投棄対策事業
●朝日環境センター緊急ごみ処理事業
朝日環境センター火災事故の影響により、市内で回収した一般廃棄物の全
量の処理が困難となったことから他自治体などへの外部処理委託を実施

●エコロジカル・ネットワークの形成
・グリーンセンター改修事業　・生物多様性保全事業
●市街地再開発事業などへの支援
●公共施設などの集約化や公共交通の見直し
・市営上青木住宅改築事業　・コミュニティバス運行事業
●小・中学校の施設維持補修・改修・改築事業
仲町小・新郷小・十二月田小・十二月田中の校舎改築工事、上青木小・飯
塚小・芝小・領家中のプール改築工事、トイレ洋式化の推進など

●土地区画整理事業

●地域拠点の整備
・（仮称）横曽根公民館、横曽根図書館集約化事業
・根岸公民館、神根西公民館改築事業
●消防力の強化
・南消防署機能移転事業
・仮称中央分署建設事業
●フロントヤード改革
市民サービスの向上と職員の業務負担を軽減する「書かない窓口サービ
ス」の開始やご遺族の手続きをサポートする「おくやみコーナー」の開設、
納税者が税納付書を用いて無人決済できる機器「税公金ステーション」
を芝支所に設置

●市民ホール施設維持補修　●都市計画公園事業
●安行霊園再整備事業　●朝日環境センター施設整備事業
●戸塚環境センター施設整備事業
●給食センター施設維持補修・施設改修事業
●体育施設改修事業

歳 入
2,737億
2,000万円

歳 出
2,737億
2,000万円

財産収入 1.6％
（43億5,532万円）

使用料及び手数料
2.0%
（54億841万5千円）

諸収入 2.1%
（56億5,321万9千円）

地方交付税 2.2%
（59億6,000万円）

地方消費税交付金
4.8%（132億円）
繰入金 5.8%
（157億8,914万5千円）

県支出金 5.8%
（159億9,162万3千円）

市債 13.0%
（355億4,560万円）
（※）

国庫支出金
21.1%

繰越金
（25億円）
株式等譲渡所得割交付金
（11億円）
分担金及び負担金
（10億3,527万円）
地方譲与税
（9億6,900万円）
法人事業税交付金
（9億4,000万円）
地方特例交付金
（6億8,000万円）
配当割交付金
（6億円）
環境性能割交付金
（2億3,000万円）
寄附金
（1億3,305万1千円）
利子割交付金
（8,000万円）
交通安全対策特別交付金
（4,900万円）
ゴルフ場利用税交付金
（750万円）
自動車取得税交付金
（1千円）

農業費
（11億3,828万6千円）

議会費
（9億437万6千円）

商工費
（6億2,917万8千円）

労働費
（2億8,776万円）

予備費
（2億円）

諸支出金
（1千円）

2.9％

1.1％

576億5,809万5千円

市税
38.7%
1,058億
3,476万
1千円

消防費 2.7%
（74億749万5千円）

公債費 5.4%
（146億3,293万9千円）
（※）

土木費 9.9%
（271億2,318万8千円）

衛生費 11.0%
（302億2,882万2千円）

総務費 13.4%
（366億8,835万4千円） 教育費

13.9%
379億

14万1千円

民生費
42.6%
1,165億

7,946万円

会計名
区分

一　般　会　計

合　　計

特
　
　別
　
　会
　
　計

企
業
会
計

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

母子父子寡婦
福祉資金貸付

小 型 自 動 車

看 護 学 校

西 口 駐 車 場

東 口 駐 車 場

交 通 共 済

区 画 整 理

　 計 　

水 道

下 水 道

病 院

　 計 　

2,737億2,000万円

507億4,500万円

89億7,350万円

470億3,240万円

1億1,200万円

280億2,050万円

2億6,290万円

2億9,470万円

1億5,820万円

3,020万円

98億4,030万円

1,454億6,970万円

203億3,500万円

194億2,900万円

240億3,100万円

637億9,500万円

4,829億8,470万円

182億6,000万円

△6億2,900万円

4,830万円

14億1,640万円

△2,900万円

△18億5,180万円

△380万円

9,990万円

△1,350万円

△1,410万円

14億9,070万円

5億1,410万円

3億7,800万円

6億2,300万円

23億8,000万円

33億8,100万円

221億5,510万円

－

60億4,226万8千円

18億1,683万円

72億8,746万2千円

254万1千円

－

2億3,478万8千円

－

2,518万円

128万円

46億8,420万1千円

200億9,455万円

1億7,193万4千円

28億4,379万円

19億円

49億1,572万4千円

250億1,027万4千円

令和7年度
当初予算額

対前年度
増 減 額

一般会計からの
繰出・負担金等

（※）臨時財政対策債借換債などの借換債が12億5,600万円あるため、実質的な歳入の市債は342億8,960万円、
歳出の公債費は133億7,693万9千円、一般会計予算の総額は2,724億6,400万円となる。問い合わせ…財政課　i048-271-9205　k048-258-1203

主な事業令和
7年度の
これまでの継続的な取り組みにより大幅に増収した市税収入
を主たる財政基盤として、さまざまな事業を展開していきます。

3大プロジェクトの完結

「産業の元気」に関わる施策

「くらしの元気」に関わる施策

「まちの元気」に関わる施策

「地域の元気」に関わる施策

主要な公共施設の大規模修繕・改修・改築事業

文化・芸術の高揚、スポーツ環境の整備

さらなる子育てしやすいまちへ

デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進

誰一人取り残さない包摂的な社会の実現に向けた取り組み

地域課題解決に資する都市基盤整備の推進

「人々の元気」に関わる施策

臨時

継続

継続

継続

継続

継続
継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規
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令和7年度一般会計当初予算のポイント

一般会計
2,737億2千万円

歳出は、新庁舎建設事業の進捗に伴う総務費の減（△約7億円）や、借換債の減に伴う公債費の
減（△約12億円）を見込みながら、児童手当などの扶助費の増に伴う民生費の増（約108億円）
や、（仮称）神根総合運動公園整備事業の進捗に伴う教育費の増（約42億円）などから、全体で
約183億円の増額となりました。
歳入は、新庁舎建設事業の進捗に伴う庁舎等整備基金繰入金の減（△約21億円）や、庁舎建設
事業債の減（△約82億円）を見込んでいるものの、市税収入の増（約43億円）や、地方財政計画
を踏まえた地方交付税の増（約13億円）を見込み、過去最大規模の予算に必要な財源を確保し
ました。

「
さ
ら
な
る
選
ば
れ
る
ま
ち
」で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
、前
年
度
当
初
予

算
か
ら
43
億
円
の
大
幅
増
収
と
な
る
1
0
5
8
億
円
の
税
収
を
見
込
む
こ
と

で
、７
年
連
続
で
過
去
最
大
の
当
初
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な「
さ
ら
な
る
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
施
策
」を
令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

一般会計 歳入歳出

令和元年度

2,078億円
令和2年度

2,079億円
令和4年度

2,198億円
令和3年度

2,096億円
令和5年度

2,336億円
令和6年度

2,555億円

平成26年度比1,005億円増で
過去最大

令和7年度当初予算

2,737億円

健全な財政運営に努めながら過去最大の予算を編成
平成26年度

1,732億円

平成26年度

1,466億円
令和元年度

1,481億円
令和2年度

1,488億円
令和3年度

1,532億円
令和5年度

1,527億円
令和7年度

1,963億円
令和6年度

1,742億円
令和4年度

1,533億円

事業の進展を図るため、将来の交付税増額につながる有利な地方債を活用
市
債
残
高

市債残高は増加していますが、市が返済すべき土地開発公社の借入金を平成24年度末の約460億円から、
令和6年度末の約51億円と､12年間で409億円の大幅な圧縮を図りました｡

令和7年度総予算
4,829億8,470万円

令和元年度

953億円
96.5％

令和2年度

963億円
97.1％

令和4年度

965億円
97.1％

令和3年度

909億円
97.0％

税収確保に尽力
平成26年度

879億円
89.4％収納率

市税
令和5年度

995億円
97.5％

令和6年度

1,015億円
98.0％

（※1） （※2）

8.8ポイント増

平成26年度比
179億円増で
過去最大

令和7年度当初予算

1,058億円
98.2％

（※1）令和3年9月補正において約34億円の増額補正を実施（※2）「定額減税」による影響は反映していない

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算※平成26年度～令和5年度は年度末現在高、令和6・7年度は年度末現在高見込額

●新庁舎建設事業
新庁舎2期棟の建設工事
（令和7年6月完成・9月全面開庁予定）
●赤山歴史自然公園整備事業（令和5年度完了）
●川口市立高等学校建設事業（令和3年度完了）

●新たな文化芸術活動の拠点の整備
・美術館建設事業
・川口総合文化センター・リリア
  大規模改修事業
（令和７年１２月竣工予定）

●（仮称）神根総合運動公園
    の整備

●妊婦のための支援給付事業
妊婦と妊娠している子どもの人数に応じた経済的支援と妊娠期から子
育て期までの一貫した伴走型の相談支援を実施

●産後ケア事業
出産後１年未満の母子に対して宿泊型、通所型、居宅訪問型の心身のケ
アや育児のサポートを実施

●子育て世帯訪問支援事業
子育てなどに不安や負担を抱える保護者、体調が優れず家事などが困
難な保護者を対象に、家事育児などの支援を実施

●子ども医療費支給事業
高校生年代（１８歳年度末）までの子どもを対象に、医療費(保険診療分)
のうち自己負担分を助成

●地方公共団体情報システム標準化事業
●その他のDX施策の拡充
・行政手続のオンライン化を推進、新たに「書かない窓口システム（窓口
ＤＸＳａａＳ）」を本庁舎から導入（９月予定）

・工事契約書の電子化により事務の効率化と経費の削減を図る

●障害者短期入所施設「柳崎しらゆりの家」の開設、指定管理者による管
理運営

●重層的支援体制整備事業
8050問題やダブルケアなどの複雑化・複合化した事案への対応

●不登校児童生徒支援事業
学びの多様化学校（不登校特例校）の設置に向けた準備

●精神保健福祉支援事業
イオンモール川口前川内「こころサポートステーションSODAかわぐち」
で若年層のこころの健康に関する早期相談を実施

●都市計画基本方針策定事業
次期総合計画を踏まえ、立地適正化計画を含めた一体的な計画として、
基本方針の改定を実施

●川口駅周辺の都市基盤整備
・川口駅周辺まちづくり検討事業
・六間通り線機能・魅力向上事業
・川口西公園園路改修工事
●郊外地域における都市基盤整備
・新井宿駅北側及び戸塚安行駅南側地区区画整理事業
・貝塚落、鳩ヶ谷緑町2丁目公園などの雨水貯留施設の整備ほか、災害
に備えた都市基盤の整備

●シティプロモーション事業
官民連携の地域情報Webサイト「トリコカワグチ」やSNSなどを活用し、
本市の魅力を市内外に広めるPRを実施

●全国健康福祉祭開催準備事業
令和８年度に開催予定のねんりんピック彩の国さいたま2026交流大会に
向けた準備

●地域クラブ活動推進事業
学校部活動の地域移行を目的に、スポーツ活動や文化芸術活動を行う
各種団体や学校などと連携し、中学生の活動の受け皿となる地域クラブ
活動を推進

●コミュニティ推進事業
たたら祭りなどのコミュニティ活動への支援

●多文化共生推進事業
国際交流員、テレビ電話通訳サービスや、外国人向けポータルサイト「川
口市外国人生活ガイド」の運用により多言語の生活支援を実施

●さらなる“働きやすいまち”へ
・市内中小企業への就労促進、若年者に対する奨学金返還支援や家賃
補助の実施
・市内中小企業の若手社員の声を掲載した「川口市企業ガイド」を発行
し、市内や近隣の高校・専門学校・大学などへ配布

●市産品フェア事業
●ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組み

●物価高騰対策
学校給食費主食費相当分の公費負担や、医療機関、介護・障害者施設、保
育施設・幼稚園の事業者に対して市独自の支援金を交付

●健康・保健の充実
帯状疱疹ワクチン等接種費用の助成や、がん患者に対するウイッグ・胸
部補整具購入費の一部助成を継続し、補聴器購入費の一部助成を拡充

●不法投棄対策事業
●朝日環境センター緊急ごみ処理事業
朝日環境センター火災事故の影響により、市内で回収した一般廃棄物の全
量の処理が困難となったことから他自治体などへの外部処理委託を実施

●エコロジカル・ネットワークの形成
・グリーンセンター改修事業　・生物多様性保全事業
●市街地再開発事業などへの支援
●公共施設などの集約化や公共交通の見直し
・市営上青木住宅改築事業　・コミュニティバス運行事業
●小・中学校の施設維持補修・改修・改築事業
仲町小・新郷小・十二月田小・十二月田中の校舎改築工事、上青木小・飯
塚小・芝小・領家中のプール改築工事、トイレ洋式化の推進など

●土地区画整理事業

●地域拠点の整備
・（仮称）横曽根公民館、横曽根図書館集約化事業
・根岸公民館、神根西公民館改築事業
●消防力の強化
・南消防署機能移転事業
・仮称中央分署建設事業
●フロントヤード改革
市民サービスの向上と職員の業務負担を軽減する「書かない窓口サービ
ス」の開始やご遺族の手続きをサポートする「おくやみコーナー」の開設、
納税者が税納付書を用いて無人決済できる機器「税公金ステーション」
を芝支所に設置

●市民ホール施設維持補修　●都市計画公園事業
●安行霊園再整備事業　●朝日環境センター施設整備事業
●戸塚環境センター施設整備事業
●給食センター施設維持補修・施設改修事業
●体育施設改修事業

歳 入
2,737億
2,000万円

歳 出
2,737億
2,000万円

財産収入 1.6％
（43億5,532万円）

使用料及び手数料
2.0%
（54億841万5千円）

諸収入 2.1%
（56億5,321万9千円）

地方交付税 2.2%
（59億6,000万円）

地方消費税交付金
4.8%（132億円）
繰入金 5.8%
（157億8,914万5千円）

県支出金 5.8%
（159億9,162万3千円）

市債 13.0%
（355億4,560万円）
（※）

国庫支出金
21.1%

繰越金
（25億円）
株式等譲渡所得割交付金
（11億円）
分担金及び負担金
（10億3,527万円）
地方譲与税
（9億6,900万円）
法人事業税交付金
（9億4,000万円）
地方特例交付金
（6億8,000万円）
配当割交付金
（6億円）
環境性能割交付金
（2億3,000万円）
寄附金
（1億3,305万1千円）
利子割交付金
（8,000万円）
交通安全対策特別交付金
（4,900万円）
ゴルフ場利用税交付金
（750万円）
自動車取得税交付金
（1千円）

農業費
（11億3,828万6千円）

議会費
（9億437万6千円）

商工費
（6億2,917万8千円）

労働費
（2億8,776万円）

予備費
（2億円）

諸支出金
（1千円）

2.9％

1.1％

576億5,809万5千円

市税
38.7%
1,058億
3,476万
1千円

消防費 2.7%
（74億749万5千円）

公債費 5.4%
（146億3,293万9千円）
（※）

土木費 9.9%
（271億2,318万8千円）

衛生費 11.0%
（302億2,882万2千円）

総務費 13.4%
（366億8,835万4千円） 教育費

13.9%
379億

14万1千円

民生費
42.6%
1,165億

7,946万円

会計名
区分

一　般　会　計

合　　計

特
　
　別
　
　会
　
　計

企
業
会
計

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

母子父子寡婦
福祉資金貸付

小 型 自 動 車

看 護 学 校

西 口 駐 車 場

東 口 駐 車 場

交 通 共 済

区 画 整 理

　 計 　

水 道

下 水 道

病 院

　 計 　

2,737億2,000万円

507億4,500万円

89億7,350万円

470億3,240万円

1億1,200万円

280億2,050万円

2億6,290万円

2億9,470万円

1億5,820万円

3,020万円

98億4,030万円

1,454億6,970万円

203億3,500万円

194億2,900万円

240億3,100万円

637億9,500万円

4,829億8,470万円

182億6,000万円

△6億2,900万円

4,830万円

14億1,640万円

△2,900万円

△18億5,180万円

△380万円

9,990万円

△1,350万円

△1,410万円

14億9,070万円

5億1,410万円

3億7,800万円

6億2,300万円

23億8,000万円

33億8,100万円

221億5,510万円

－

60億4,226万8千円

18億1,683万円

72億8,746万2千円

254万1千円

－

2億3,478万8千円

－

2,518万円

128万円

46億8,420万1千円

200億9,455万円

1億7,193万4千円

28億4,379万円

19億円

49億1,572万4千円

250億1,027万4千円

令和7年度
当初予算額

対前年度
増 減 額

一般会計からの
繰出・負担金等

（※）臨時財政対策債借換債などの借換債が12億5,600万円あるため、実質的な歳入の市債は342億8,960万円、
歳出の公債費は133億7,693万9千円、一般会計予算の総額は2,724億6,400万円となる。問い合わせ…財政課　i048-271-9205　k048-258-1203

主な事業令和
7年度の
これまでの継続的な取り組みにより大幅に増収した市税収入
を主たる財政基盤として、さまざまな事業を展開していきます。

3大プロジェクトの完結

「産業の元気」に関わる施策

「くらしの元気」に関わる施策

「まちの元気」に関わる施策

「地域の元気」に関わる施策

主要な公共施設の大規模修繕・改修・改築事業

文化・芸術の高揚、スポーツ環境の整備

さらなる子育てしやすいまちへ

デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進

誰一人取り残さない包摂的な社会の実現に向けた取り組み

地域課題解決に資する都市基盤整備の推進

「人々の元気」に関わる施策

臨時

継続

継続

継続

継続

継続
継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規


